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柳窪。

やさしい響きの旧集落は⻄団地の先に⾒え

る深い雑⽊林の中にありました。

都⼼に近いこの地に、江⼾から明治期に建

てられた伝統的⽇本家屋や⽩い蔵が何棟も

現存し武蔵野の農村の⾯影が奇跡のように

残されています。

旧集落の端午の節句にお邪魔して以来すっ

かり柳窪に魅せられた春ちゃん、今回も⼼躍

らせ⾶んでいきました。

時が⽌まっているように⾒える柳窪も時代と

共に変わらずにはいられません。新しい家並

が増え、桑畑は梨、ぶどうなどのみごとな果樹

園になっています。

新旧がぎりぎりのところで折り合って⼼に残る

この⾵景が保たれている武蔵野の宝、柳窪。

そしてこの地で伝統を守っておられる⽅々は、

私達が忘れてはならない⼼を守り続ける「⽇

本⼈の⼼の宝」だと感じた今⽇の催しでし

た。

春ちゃん

集合場所は柳窪⼀丁⽬のバス停。

『柳窪』そこは、江⼾末期から明治・

⼤正・昭和と営々と築き上げた武蔵

野の農村⾵景が⼤事に守り継がれて

いる地域です。

道の向こう側にも出発を待つ別班が

いました。平⽇でも沢⼭の参加者が

いるようですね。

ご覧のように⻘い腕章をつけた⼈が⼀

杯！

『東久留⽶の⽔と景観を守る会』の

⽅々でした。

空き地で受付をしてもらいましょう。 柳窪の旧集落は、深い緑の中です。 わぁ、満開の蕎⻨の花です。

珍しい⾵景を⾒られラッキー！！

向こうに⼤きな瓢箪がブーラリ・ブラ

リ。なんだか楽しい⾵景でした。「あ

ら！素敵」などのお喋りが聞こえます。

袖すりあうも他⽣の縁とか申します。

こんなお喋りしながら歩くのもいいもん

です。

柳窪の⼈とともにひっそり、しっかりと⽣

きてきた⼩道が時を越えた世界への

アプローチ。

航空写真を⽚⼿に⾒学会の説明を

してくださるのは、『東久留⽶の⽔と景

観を守る会』の吉塚さんです。

空から⾒るとぽっこり緑が残っている柳

窪は『緑の島』と⾔われているそうで

す。

⾃転⾞に先導されて先に進みます。 と、突き当たりに何んとも⾵格のある

屋敷構えが⾒えてきました。

欅の⼤樹も⽴派。

⻑い⽣垣に沿った道も、凛としてて。 でも、何より素敵だったのは私達を迎

えてくださった野崎市郎⽒の笑顔でし

た。

奈良⼭（当家の屋号）13代⽬ご

当主の同⽒によれば、「集落が出来

て300年余り、天神社を中⼼に50

軒⾜らずが助け合って暮らしてきた。

ここの⼈は真⾯⽬で勤勉な⼈ばか

り。」

昔、⼦ども達は⻑福寺で読み書きを

習い、⼀⼈前になるための躾は家庭

で⾝につけたそうです。こういう教育が

あったから⼦から孫へと伝統が引き継

ぎ守られてきたのでしょうね。

とは⾔え、世知⾟い現代で伝統を継

承するご苦労は並⼤抵ではないよう

で「アホでなければできません」ともおっ

しゃっていました。

損得を犠牲にしても伝統を守るという

強い使命感に真⾯⽬で⼀徹な柳窪

気質を垣間⾒たような気がしました。

前回の記事にお座敷などを紹介させ

てもらっておりますので、宜しければそ

ちらもご覧ください。

http://kuru2.genki365.net/

gnkh03/pub/sheet.php?

id=42840

今回は所謂ダイニングの⽅を拝⾒。

太い柱と差し鴨居、美しい光沢を放

つ欅、130年の時が紡むいだ重みに

⾒惚れるばかり。

「⾬⼾は、ご⾃分で開け閉めするんで

すか？」の質問に「はい、いい運動だ

と思ってやってますよ。」の⾔葉。

⼀同、頭の下がる思い。

伝統あるお家を拝⾒しただけでなく、

いいお話を伺うことができました。

敷地を抜け裏⾨からお暇いたしまし

た。

養蚕農家としての特徴がよく残ってい

る奥住仁⼀郎家です。屋号は宇兵

衛さん。

６間どりの伝統的⼤型⺠家で威⾵

堂々としていますが、茅葺屋根のとき

は更に屋根が⼤きく⾼さもあったそう

です。広々とした屋根裏や２階は当

然お蚕さんの場所でしたが、養蚕期

ともなると広い屋敷中が養蚕に使わ

れ⼈間は⽚隅で寝起きし、最繁忙

期は蚕と茶畑でそれこそ寝る暇もな

い忙しさだったそうです。

当時の桑室が残っていました。蚕の

飼育に適すよう天窓をつくり⾵通しを

よくしてあります。

開国以来輸出品として絹織物需要

が増⼤し、柳窪の養蚕も盛んになり

ました。

「養蚕業の繁栄により、この地に⼤型

⺠家が実現した」と⾔えそうです。

この広い庭先も農作業の場でした。

深い緑に⽩壁が映え、⼆棟の蔵を連

ねる『さし掛け』の⾚がアクセント⼊る

意匠の⾯⽩さ、コントラストのみごとさ

に⽬を⾒張りました。

昼なお暗き柳窪緑地保全林の道を

⾏きます。

＜＜Part.2へ＞＞

http://kuru2.genki365.net/

gnkh03/pub/sheet.php?

id=51881
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